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政
府
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却

に
向
け
て
、
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財

政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略

の
３
本
の
矢
で
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

３
本
目
の
矢
と
な
る
日
本
再
興
戦
略
（
平
成
25

年
６
月
閣
議
決
定
）
に
基
づ
く
取
組
の
効
果
を

大
企
業
や
大
都
市
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
中
小

企
業
等
に
も
及
ぼ
し
、
わ
が
国
全
体
と
し
て
の

経
済
再
生
を
図
って
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
同
戦
略
に
お
い
て
は
、
地
域
独
自
の

創
意
を
生
か
し
、
地
域
に
お
け
る
産
業
競
争
力

強
化
や
地
域
経
済
再
生
等
に
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
取
組
を
適
時

適
切
に
国
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
、
国
と
地
方
が一体
と
な
っ

た
体
制
を
構
築
す
べ
く
、「
地
方
産
業
競
争
力

協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、「
九
州
・
沖
縄
地
方
産
業
競

争
力
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
九
州
・
沖
縄
地

域
に
お
い
て
、
重
点
化
し
て
い
く
べ
き
成
長
産
業

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
産
業
競
争
力
を
飛
躍
的

に
高
め
る
た
め
の
戦
略
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

沖
縄
に
お
い
て
は
、
経
済
情
勢
や
地
理
的
条

件
が
特
異
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
協
議
会
の

下
に
「
沖
縄
分
科
会
」（
事
務
局
：
沖
縄
県
、

沖
縄
総
合
事
務
局
）
を
設
置
し
、
沖
縄
に
お
け

る
重
点
戦
略
産
業
、
そ
の
発
展
に
向
け
た
具
体

的
取
組
、
沖
縄
と
九
州
と
の
連
携
な
ど
に
つい
て

取
り
ま
と
め
た
「
沖
縄
地
域
成
長
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

以
下
に
本
戦
略
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　⑴
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

今
後
、
日
本
経
済
の
発
展
に
は
、
海
外
市
場
、

特
に
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
市
場
を
取
り
込
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
本
戦
略
で
は
、
沖
縄
が
日
本
と

東
ア
ジ
ア
の
架
け
橋
と
な
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な

り
沖
縄
の
発
展
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
日
本

と
東
ア
ジ
ア
の
相
互
の
発
展
と
変
革
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
次
の

よ
う
挙
げ
て
い
ま
す
。

沖
縄
を
ヒ
ト
・
モ
ノ・
カ
ネ
・
情
報
の
交
易

交
流
拠
点「
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」へ

⑵
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（「
沖
縄
力
」）

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏
ま
え
、沖
縄
の
持
つ
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル（
沖
縄
力
）を
次
の
３
つ
と
し
て
い
ま
す
。

①「
地
の
利
」
〜
東
ア
ジ
ア
の
中
心
〜

那
覇
を
中
心
と
す
る
１
，
５
０
０
Ｋｍ
圏
内

（
飛
行
４
時
間
以
内
）
に
東
京
、
ソ
ウ
ル
、
香
港
、

上
海
、
台
北
、
マ

ニ
ラ
等
の
主
要
都

市
が
あ
り
、
巨
大

な
ア
ジ
ア
市
場
への

ア
ク
セ
ス
に
地
理

的
優
位
性
が
あ
り

ま
す
。

②「
知
の
基
盤
」
〜
人
を
呼
び
込
み
人
を
育
て

る
研
究
教
育
機
関
〜

学
際
的・国
際
的
な
研
究・教
育
を
行
う
「
沖

縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（O

IST

）」
の
開
学
、

ア
ジ
ア
最
大
の
医
療
人
材
育
成
施
設
「
お
き
な

わ
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
等
に
よ
り
、
最
先
端
の
研
究
・
教
育
環
境
が

飛
躍
的
に
整
い
つつ
あ
り
ま
す
。

③「
地
域
資
源
」
〜
亜
熱
帯
性
気
候
、
島
嶼
が

生
み
出
し
た
多
様
性
〜

青
い
空
と
海
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
等
の
景
観
、

県
民
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
音
楽
、
エ
イ
サ
ー
、

組
踊
、
壺
屋
焼
等
の
伝
統
芸
能
・
文
化
、
ク
フ
ァ

ジ
ュ
ー
シ
ー 

、
イ
ナ
ム
ド
ゥ
チ 

、
沖
縄
そ
ば
等

の
伝
統
食
な
ど
に
加
え
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、
長
命
草
、

青
パ
パ
イ
ヤ
、
ウ
コ
ン
、
ク
ヮ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ガ
ナ
等

の
特
徴
あ
る
島
野
菜
や
医
薬
品
の
原
料
と
な
る

海
洋
性
微
生
物
等
、多
種
多
様
な「
地
域
資
源
」

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

⑶
重
点
戦
略
産
業

沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
か
す
た
め
、
次
の
３
つ
を
戦
略
産
業
と
し
て

位
置
づ
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
重
点

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

戦
略
産
業
①
：
国
際
物
流
ハ
ブ
関
連
産
業

沖
縄
の
「
地
の
利
」
を
活
か
し
、
全
国
の
物

産
を
沖
縄
に
集
め
、
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
の
拡
充
を

目
指
し
ま
す
。

【
戦
略
的
取
組
】

•
沖
縄
大
交
易
会
を
始
め
と
す
る
国
際
見
本

市
・
商
談
会
の
拡
充
及
び
差
別
化

•
他
地
域
と
の
連
携
強
化

•
沖
縄
型
臨
空
・
臨
港
産
業
の
集
積

１
．は
じ
め
に

２
．沖
縄
成
長
産
業
戦
略
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沖縄成長産業戦略～アジアゲートウェイとして発展～
■日本再興戦略及び全国知事会の緊急決議を踏まえ、九州・沖縄地域での
成長戦略を検討するため、九州・沖縄地方産業競争力協議会が設置。
■沖縄における成長戦略、沖縄と九州との連携方策を検討するため同協
議会の下に沖縄分科会を設置。

■沖縄の地の利を活かしアジアの各都市と本土を結ぶ国際航空貨物ハブ
事業が平成２１年から開始。沖縄が新興国向けの産業立地の好適地。

■世界最高レベルの研究教育機関(OIST)が開学。創薬系ベンチャー企
業やＩＴ企業が進出・集積。

■魅力的な地域資源（環境、農産物、文化芸能）が豊富。

主 

旨

沖
縄
の
現
状

沖縄をヒト・モノ・カネ・情報の交易・交流拠点
「アジアゲートウェイ」へ

基本コンセプト ：

沖縄のポテンシャル
「地の利」

～東アジアの中心～

●那覇から1,500キロ圏内
（飛行機で4時間圏内）に東
京、ソウル、香港、上海、台
北、マニラ等の主要都市

沖縄のポテンシャル
「知の基盤」

～人を呼び込み人を育てる研究教育機関～

沖縄のポテンシャル
「地域資源」

～亜熱帯性気候、島嶼が生み出した多様性～

●沖縄科学技術大学院大学
（OIST）
→世界最高レベルの学際的・国
際的研究・教育
●おきなわクリニカルシミュ
レーションセンター
→最先端医療人

●青い空と海、マングローブ林
等の自然・景観
●音楽、エイサー、組踊などの
伝統芸能・文化
●長命草、ウコン、クヮンソウ、ニ
ガナなどの特徴ある島野菜

●沖縄大交易会をはじめとする国際見本
市・商談会の拡充及び差別化
●他地域との連携強化
●沖縄型臨空・臨港産業の集積
●物流拠点機能強化に向けたインフラの
整備

国際物流ハブ関連産業
～全国の物産を沖縄に集約しアジアに展開～

地域資源活用産業地域資源活用産業

●内外の先端的な研究者・企業の集積に
よる知的基盤の強化
●ビッグデータの利活用
●島嶼型環境ビジネス・再生可能エネル
ギーの開発と海外展開

健康・バイオ・ＩＴ産業
～沖縄を内外の先端的な情報・技術の交流拠点へ～

材育成施設材育成施設

～沖縄の多様な生物資源、観光資源等を活用し、アジア市場も見据えた新産業を創出～

●観光の高付加価値化
●沖縄産農林水産物・食品の供給力拡大と高付加価値化
●感性・文化産業の世界に向けての発信

重点戦略産業を支える人材の育成

◆世界水準のグローバルビジネス人材 ◆横断的な産業分野間の連携により
　新ビジネスを創造する人材 ◆高度な技術スキルを有する人材

•
物
流
拠
点
機
能
強
化
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
の

整
備

戦
略
産
業
②
：
健
康
・
バ
イ
オ
・
Ｉ
Ｔ
産
業

沖
縄
の
「
知
の
基
盤
」
を
活
か
す
と
と
も
に

国
内
外
の
先
端
的
な
情
報
・
技
術
を
集
積
す
る

こ
と
で
、
情
報
・
技
術
の
交
流
拠
点
を
目
指
し

ま
す
。

【
戦
略
的
取
組
】

•
内
外
の
先
端
的
な
研
究
者
・
企
業
の
集
積
に

よ
る
知
的
基
盤
の
強
化

•
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
活
用

•
島
嶼
型
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
と
海
外
展
開

戦
略
産
業
③
：
地
域
資
源
活
用
産
業

沖
縄
の
多
様
な
生
物
資
源
、
観
光
資
源
等
の

「
地
域
資
源
」
を
活
か
し
、
ア
ジ
ア
市
場
を
見

据
え
た
新
産
業
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

【
戦
略
的
取
組
】

•
観
光
の
高
付
加
価
値
化

•
沖
縄
産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
供
給
力
拡
大

と
高
付
加
価
値
化

•
感
性
・
文
化
産
業
の
世
界
に
向
け
て
の
発
信

⑷
重
点
戦
略
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

戦
略
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

事
業
展
開
の
先
頭
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
、
専
門
的
な

ス
キ
ル
を
有
し
実
務
を
支
え
る
専
門
人
材
、
ア

ジ
ア
地
域
で
広
域
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材
等
の
高
度
人
材
の
育
成
・
確
保

が
重
要
で
す
。
特
に
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
実

施
す
べ
き
も
の
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

•
世
界
水
準
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
育
成

•
横
断
的
な
産
業
分
野
間
の
連
携
に
よ
り
新
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成

•
高
度
な
技
術
ス
キ
ル
を
有
す
る
人
材
の
育
成

•
金
型
等
の
産
業
基
盤
技
術

•
航
空
機
整
備
事
業
関
連
技
術

•
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
・
産
業
へ
の
展
開
を
可

能
と
す
る
技
術

•
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術　

等

今
後
、
こ
れ
ら
人
材
の
育
成
に
向
け
、
大
学
、

専
門
学
校
等
の
人
材
育
成
機
関
と
産
業
界
と
の

連
携
を
強
化
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

３
月
24
日（
月
）、
大
分
市
に
て
開
催
さ
れ
た

第
２
回
九
州
・
沖
縄
地
方
産
業
競
争
力
協
議
会

に
お
い
て
、
本
沖
縄
成
長
産
業
戦
略
を
提
出
し

ま
し
た
。

今
後
、
本
戦
略
の
実
現
に
向
け
、
県
内
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
九
州・

沖
縄
が
一
体
と
な

り
、
食
品
の
ア
ジ

ア
展
開
、
外
国
人

観
光
客
の
誘
客
推

進
、
医
療
機
器

等
開
発
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成

な
ど
を
行
う
た
め
、

九
州
関
係
機
関

と
も
連
携
し
て
い

く
予
定
で
す
。

３
．九
州
・
沖
縄
地
方
産
業
競
争
力
協
議
会
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